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ことが可能である c この事実を考慮して、以下のような 2次元の流体力学モデルを提案
する。
pl竺+(v. V)vlニ ηマ2Vーもーか-f (1) iδt ' -' . J "1 
ここでvは2次元の速度場で、流体は非圧縮条件V.v=Oを満たすとする。上式で、pは
圧力、じま外力であり、 ρは密度、がま 2次元の粘性率、 λは運動量の緩和を表わす現象論
的なパラメータである。右辺の第3項が通常の流体方程式と異なる。
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(γ= 0.5772・・・はオイラ一定数)、また κR>>1では
(3) 














る臨界揺らぎの減衰率九を計算した [7]0r q = q2 DQ(A)として実効的な主主散定数DQ(A)
を定義すると(ただしごを揺関長として、 Q~ ぎとおよびA=κとである入 Q<< 1の極限
でDQ(A)はAのみに依容し、
k-p.T ln A 





























図 1:無次元化した実効的拡散係数DQ(A)のQ=qc扶存性。 A=0 .1，1ぅ10の3つの場合
についてプロットしている G
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